
様式１（主な取組）

【 098-866-2400 】担当部課 【連絡先】 土木建築部空港課 関連URL ―

　離島空港において航空機の安全な運航を確保す
るため、更新等の必要な空港施設の整備を行う。

県

離島空港施設維持補修、機能向上に係る設計業務、工事の実施

各離島空港の維持補修・機能向上整備数（内訳）

７空港
７空港（新規３空港、継続４空港、
累計10空港）

９空港（新規１空港、継続８空港、
累計11空港）

１　取組の概要（Plan）

主な取組（アクティビティ）
実施
主体

年度別計画

活動指標（アウトプット）

R4 R5 R6

主な取組 離島空港の維持補修・機能向上整備 対応する成果指標 離島空港の年間旅客数

施策の方向 ・離島航空路の確保と維持に向けて、計画的な空港施設の更新整備と機能向上に取り組みます。

「主な取組」検証票

施策展開 2-(8)-エ
離島を結び支える安全・安定的でシームレ
スな交通体系の構築

施 策 ①離島空港の機能強化及び離島航空路の確保・維持

施策の小項目名
○離島定期航空路線の確保・維持に向けた空港施設の更新・機
能向上
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様式１（主な取組）

（1）取組の進捗状況 （単位：千円）

活動概要

 (２)これまでの改善案の反映状況

順調

進捗状況の判定根拠、要因及び取組の効果

　令和４年度においては、目標値の空港数から、次年度予定箇所である伊江島、宮古の整備が前倒しされ９空港となり、目標値は達成し、進捗は順調である。 
空港の維持補修や機能向上整備に伴い、空港を利用する航空機の安全に繋がる。

令和4年度の取組改善案 反映状況

・空港施設の適切な管理を実施するため、施設の健全度や状況に応じて維持管理更新
計画を更新し、これに基づき施設の更新を行っていく。

・空港施設の適切な管理を実施するため、施設の健全度や状況に応じた維持管理・更新を
行った。

R3年度 実績値(A) 目標値(B)
達成割合

A/B 　伊江島、南大東、北大東、粟国、慶良間、久米
島、宮古、多良間、下地島において、工事や調査
設計を実施した。7空港 10空港 9空港 ７空港 100.0%

令和4年度活動内容 令和5年度活動計画

　久米島空港航空灯火改良工事、多良間空港滑走路端安全区域
整備工事、北大東空港場周柵改修工事の完了。

　宮古空港エプロン照明灯改良工事、南大東空港滑走路等改良
工事、北大東空港滑走路等改良工事、多良間空港滑走路端安全
区域改良工事を行う。

活動指標名
各離島空港の維持補修・機能向上
整備数（内訳）

R4年度
進捗状況

実績値

R2年度

実施方法 当初予算額

内閣府計上 直接実施 545,393 902,695 内閣府計上 直接実施 3,750,781

主な財源 実施方法
R3年度 R4年度 R5年度

決算額 決算見込額 主な財源

２　取組の状況（Do）

予算事業名 公共離島空港整備事業 予算事業名 公共離島空港整備事業
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様式１（主な取組）

４　取組の改善案（Action）

⑦ その他(改善余地
の検証等)

　航空機の安全航行の確保並びに空港施設の適正な管理運営
を図るため、施設の経過年数等に応じた点検を引き続き実施
する必要がある。

３　取組の検証（Check）

類型 内容 類型 内容

① 県の制度、執行体
制(内部要因)

　当該取組は、航空機の安全航行の確保並びに空港施設の適
正な管理運営に繋がることから、計画的な施設の更新を実施
するため、点検に基づいた維持管理更新計画の更新が重要で
ある。

④ 創意工夫による取
組の改善(合理化・効
率化)

　空港施設の適切な管理を実施するため、施設の健全度や状
況に応じて維持管理更新計画を更新し、これに基づき施設の
更新を行っていく。
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様式１（主な取組）

【 098-866-2400 】担当部課 【連絡先】 土木建築部空港課 関連URL ―

　CIQ常設に向けた検疫指定を目指すために、ター
ミナルビル社と連携して、検疫所に対し、国際線就
航に備えた働きかけを行っていく。								 
								 
								 

国,県,民間等

検疫指定に向けた関係機関調整、要請

CIQ常設に向けた関係機関との調整・要請回数（累計）

１回 １回（２回） １回（３回）

１　取組の概要（Plan）

主な取組（アクティビティ）
実施
主体

年度別計画

活動指標（アウトプット）

R4 R5 R6

主な取組 離島拠点空港の国際線受入体制整備の支援 対応する成果指標 離島空港の年間旅客数

施策の方向 ・離島空港の機能充実のため、新石垣空港、下地島空港において、各ターミナルビル社による国際線旅客受入体制整備に係る取組を支援します。

「主な取組」検証票

施策展開 2-(8)-エ
離島を結び支える安全・安定的でシームレ
スな交通体系の構築

施 策 ①離島空港の機能強化及び離島航空路の確保・維持

施策の小項目名 ○各ターミナルビル社による国際線旅客受入体制整備の支援
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様式１（主な取組）

（1）取組の進捗状況 （単位：千円）

活動概要

 (２)これまでの改善案の反映状況

順調

進捗状況の判定根拠、要因及び取組の効果

　"　令和５年１月に那覇検疫所石垣出張所へ検疫業務への協力を依頼し、同年２月に確認書を締結しており、目標値を達成したことから、順調と判断した。 
　新石垣空港において、令和５年２月に２度の台湾からの国際線チャーター機を運航した。" 

令和4年度の取組改善案 反映状況

ー

　検疫所に対しチャーター便の運航に伴う検疫業務への協力を依頼し、新石垣空港での国
際チャーター機の運航に伴う確認書を締結した。 
 
 

R3年度 実績値(A) 目標値(B)
達成割合

A/B
　令和５年１月に那覇検疫所石垣出張所に対し
チャーター便の運航に伴う検疫業務への協力依頼
をし、同年２月に確認書を締結した。 
 ― ― 1回 １回 100.0%

令和4年度活動内容 令和5年度活動計画

　検疫所に対しチャーター便の運航に伴う検疫業務への協力を
依頼し、新石垣空港での国際チャーター機の運航に伴う確認書
を締結した。								

　新石垣空港・下地島空港において国際線再開のための備えと
して、まずはプライベートジェット機の乗り入れ等に対する検
疫業務の協力を依頼する。		

活動指標名
CIQ常設に向けた関係機関との調
整・要請回数（累計）

R4年度
進捗状況

実績値

R2年度

実施方法 当初予算額

― ― ― ―

主な財源 実施方法
R3年度 R4年度 R5年度

決算額 決算見込額 主な財源

２　取組の状況（Do）

予算事業名 ー 予算事業名 ー
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様式１（主な取組）

４　取組の改善案（Action）３　取組の検証（Check）

類型 内容 類型 内容

④ 社会・経済情勢の
変化(外部環境の変
化)

　航空需要低下の要因であった新型コロナウィルスの５類感
染症移行に伴い航空需要はコロナ前の状態に戻りつつある。 
 
 

② 連携の強化・改善

　国際線就航のためには検疫所、ターミナル会社との連携・
協力は必要不可欠であり、チャーター機の運航がある度に検
疫業務の協力を依頼する。検疫指定に向けて実績を積み重ね
ていく。
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様式１（主な取組）

【 098-866-2400 】担当部課 【連絡先】 土木建築部空港課 関連URL ―

　伊平屋・伊是名地域における生活利便性の向上、
特色を生かした産業の振興、持続可能な離島地域
社会の実現を図るため、空港整備に取り組む。

国,県

新規事業化へ向けた関係者調整

関係者調整回数（累計）

４回 ４回（８回） ４回（12回）

１　取組の概要（Plan）

主な取組（アクティビティ）
実施
主体

年度別計画

活動指標（アウトプット）

R4 R5 R6

主な取組 伊平屋空港の整備 対応する成果指標 離島空港の年間旅客数

施策の方向
・過去に廃止された石垣拠点の２路線や那覇 ・粟国路線の継続運航、伊平屋空港の整備・路線開設に関する諸課題の解決に取り組むなど、離島発
着航空路線の維持・拡充に取り組みます。

「主な取組」検証票

施策展開 2-(8)-エ
離島を結び支える安全・安定的でシームレ
スな交通体系の構築

施 策 ①離島空港の機能強化及び離島航空路の確保・維持

施策の小項目名 ○離島発着航空路線の維持・拡充
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様式１（主な取組）

（1）取組の進捗状況 （単位：千円）

活動概要

 (２)これまでの改善案の反映状況

順調

進捗状況の判定根拠、要因及び取組の効果

　就航予定航空会社の確保に向け、航空会社と意見交換を行っているものの、空港整備には至っていないことからやや遅れと判断した。 
伊平屋空港を整備することにより、那覇市等の中心都市へ概ね１時間以内の移動が確保でき、伊平屋村や伊是名村における生活利便性向上が見込まれる。

令和4年度の取組改善案 反映状況

関係機関等と連携して航空会社との意見交換を継続し、就航予定航空会社の確保に取
り組む。

・就航意向取り付けに向けた航空会社との意見交換を継続する。 
・伊平屋村・伊是名村と連携して空港整備に向けた取り組みを進める。

R3年度 実績値(A) 目標値(B)
達成割合

A/B 　就航予定航空会社の確保に向け、航空会社等と
意見交換を行い、伊平屋村・伊是名村と連携して
空港整備に向けた取り組みを進める。-回 -回 4回 ４回 100.0%

令和4年度活動内容 令和5年度活動計画

　就航予定航空会社の確保に向け、航空会社などと意見交換を
行うとともに、伊平屋村・伊是名村と連携して空港整備に向け
た取り組むことを確認した。

　左記の取り組みとともに、社会情勢の変化を踏まえた費用対
効果の算定を行う。

活動指標名 関係者調整回数（累計） R4年度
進捗状況

実績値

R2年度

実施方法 当初予算額

県単等 直接実施 0 0 県単等 直接実施 15,400

主な財源 実施方法
R3年度 R4年度 R5年度

決算額 決算見込額 主な財源

２　取組の状況（Do）

予算事業名 県単離島空港整備事業費 予算事業名 県単離島空港整備事業費
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様式１（主な取組）

４　取組の改善案（Action）３　取組の検証（Check）

類型 内容 類型 内容

④ 社会・経済情勢の
変化(外部環境の変
化)

　航空業界は、新型コロナからの回復途上であり、就航意向
取り付けに向けた航空会社との意見交換を継続して進めてい
く必要がある。 ② 連携の強化・改善

　就航予定航空会社の確保に向け、伊平屋村・伊是名村と連
携した航空会社との意見交換など、空港整備に向けた取り組
みを進める。

- 9 -



様式１（主な取組）

【 098-866-2395 】担当部課 【連絡先】 土木建築部港湾課 関連URL -

　離島港湾において、港内の静穏度向上などによ
り、離島間の連絡船や小型船の港内における安全
な航行、係留及び保管能力の向上が図られるよう、
港湾施設の整備を実施する。

県

港湾施設の整備（水域、外郭、係留、臨港交通施設等の整備）

港湾施設の整備が完了した港湾数（事業単位）（累計）

１港 １港（２港） １港（３港）

１　取組の概要（Plan）

主な取組（アクティビティ）
実施
主体

年度別計画

活動指標（アウトプット）

R4 R5 R6

主な取組 離島港湾整備事業 対応する成果指標 離島港湾における定期航路の数

施策の方向
・港湾等については、海上交通の安全性・安定性の確保、輸送需要の増大と輸送形態の効率化、産業・観光振興、防災・減災対策、ユニバーサル
デザイン、AI、IoTを活用したスマートポート化への対応など、ハード・ソフトの両面から総合的な港湾機能の強化・拡充に取り組みます。

「主な取組」検証票

施策展開 2-(8)-エ
離島を結び支える安全・安定的でシームレ
スな交通体系の構築

施 策
②離島港湾の機能強化及び安全で安定した海上交通の確保・維
持

施策の小項目名 ○総合的な離島港湾機能の強化・拡充
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様式１（主な取組）

（1）取組の進捗状況 （単位：千円）

活動概要

順調

R3年度 実績値(A) 目標値(B)
達成割合

A/B 　県管理９港において、岸壁等港湾施設整備を
行った。 
　南大東港（西地区）の台船岸壁、伊江港及び兼
城港（花咲地区）岸壁が完成した。

3港 0港 3港 １港 100.0%

令和4年度活動内容 令和5年度活動計画

　県管理９港湾において岸壁等の整備を行った。 　県管理８港湾において岸壁等の整備を行う。

活動指標名
港湾施設の整備が完了した港湾数
（事業単位）（累計）

R4年度
進捗状況

実績値

R2年度

実施方法 当初予算額

内閣府計上 直接実施 1,725,916 1,947,805 内閣府計上 直接実施 2,434,138

主な財源 実施方法
R3年度 R4年度 R5年度

決算額 決算見込額 主な財源

２　取組の状況（Do）

予算事業名
港湾改修費、社会資本整備総合交付金（港湾）、沖縄振興公共投資
交付金（港湾）

予算事業名
港湾改修費、社会資本整備総合交付金（港湾）、沖縄振興公共投資
交付金（港湾）
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様式１（主な取組）

 (２)これまでの改善案の反映状況

４　取組の改善案（Action）

② 他の実施主体の状
況(内部要因)

　工事期間中は、定期船などの港湾利用者の利便性や安全性
に配慮しながら施工を行う必要がある。

② 連携の強化・改善

　工事の実施に際して、港湾利用者等と調整を行い、利便性
や安全性に配慮した施工計画、工程管理により事業を推進す
る。

⑤ 県民ニーズの変化
(外部環境の変化)

　埋め立てを行う工事等については、環境に配慮し整備を推
進する必要がある。 ③ 他地域等事例を参

考とした改善

　特に環境に配慮すべき港湾においては、環境調査等を実施
しながら、整備を行う。

３　取組の検証（Check）

類型 内容 類型 内容

① 県の制度、執行体
制(内部要因)

　一部の予算減額により、事業の進捗に影響が生じている。

① 執行体制の改善

　各港湾の整備進捗や現場状況を踏まえながら、事業効果の
早期発現が期待できる事業を優先的に取り組む。また、早期
の事業進捗が図れるよう、予算確保に努める。

進捗状況の判定根拠、要因及び取組の効果

　目標１港に対し、南大東港、伊江港、兼城港で実施していた事業が完了したことから順調とした。

令和4年度の取組改善案 反映状況

・港湾利用者の利便性や安全性に配慮した施工計画の立案、工程管理を行う。 
 
・他港湾の海上工事と同様に、環境に配慮し海域利用者の理解も得ながら整備を推進
させていく。

・事業の実施に際して、港湾利用者等と調整を行い、利便性や安全性に配慮した施工計
画、工程管理により事業を行っている。 
 
・特に環境に配慮すべき港湾においては、環境調査等を実施しながら、整備を行ってい
る。
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様式１（主な取組）

【 098-866-2395 】担当部課 【連絡先】 土木建築部港湾課 関連URL -

　離島にとって港湾は、島民の生活物資等を取り扱
うことから、生活に密着した社会資本の一つであ
る。本事業においては天候に左右されず生活物資
の受け渡しが可能な屋根付き荷捌き施設を整備す
る。

県

港湾利用者の利便性や、快適な移動動線を確保するための離島航路港湾の施設整備

利便性向上を推進した港湾数（累計）

１港 １港（２港） ２港（４港）

１　取組の概要（Plan）

主な取組（アクティビティ）
実施
主体

年度別計画

活動指標（アウトプット）

R4 R5 R6

主な取組 離島港湾の利便性向上推進事業 対応する成果指標 離島港湾における定期航路の数

施策の方向
・港湾等については、海上交通の安全性・安定性の確保、輸送需要の増大と輸送形態の効率化、産業・観光振興、防災・減災対策、ユニバーサル
デザイン、AI、IoTを活用したスマートポート化への対応など、ハード・ソフトの両面から総合的な港湾機能の強化・拡充に取り組みます。

「主な取組」検証票

施策展開 2-(8)-エ
離島を結び支える安全・安定的でシームレ
スな交通体系の構築

施 策
②離島港湾の機能強化及び安全で安定した海上交通の確保・維
持

施策の小項目名 ○総合的な離島港湾機能の強化・拡充
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様式１（主な取組）

（1）取組の進捗状況 （単位：千円）

活動概要

 (２)これまでの改善案の反映状況

順調

進捗状況の判定根拠、要因及び取組の効果

　目標値どおり、令和４年度に１港において屋根付き荷捌き施設の整備を完了したことから、順調と判断した。 
　本事業により天候に左右されず生活物資の受け渡しが可能となり、港湾の利便性向上が図れた。

令和4年度の取組改善案 反映状況

・地元業者へのヒアリングを実施し、不調・不落の要因を分析するとともに、発注方
法の検討や建設資材、労働力確保等を計画的に準備するための余裕期間を設定する
等、対策を実施する。

・対象業者ランクを拡大することで、広く受注者を募った。 
・地域外からの労働者確保に要する費用に対する積算方法等の適用を行う工事に指定し、
労働力確保に関して受注者の負担を軽減する対策を行った。

R3年度 実績値(A) 目標値(B)
達成割合

A/B
　R4年度において、屋根付き荷捌き施設を１港で
整備した。

2港 4港 1港 １港 100.0%

令和4年度活動内容 令和5年度活動計画

　屋根付き荷捌き施設を１港で整備した。 　屋根付き荷捌き施設１港の整備を行う。

活動指標名
利便性向上を推進した港湾数（累
計）

R4年度
進捗状況

実績値

R2年度

実施方法 当初予算額

一括交付金
（ソフト）

直接実施 147,924 65,871
一括交付金
（ソフト）

直接実施 60,300

主な財源 実施方法
R3年度 R4年度 R5年度

決算額 決算見込額 主な財源

２　取組の状況（Do）

予算事業名 離島利便施設整備事業 予算事業名 離島利便施設整備事業
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様式１（主な取組）

４　取組の改善案（Action）３　取組の検証（Check）

類型 内容 類型 内容

② 他の実施主体の状
況(内部要因)

　屋根付き荷捌き施設の設計後に地元市町村や港湾利用者か
ら配置変更の要望があったため、調整に時間を要した。

② 連携の強化・改善

　設計段階から地元市町村や港湾利用者と意見交換の場を設
け合意形成を図り、円滑に利便性の高い施設を整備する。
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様式１（主な取組）

【 098-866-2390 】担当部課 【連絡先】 土木建築部道路街路課 関連URL ―

　空港、港湾・漁港等の交通拠点間を相互に連結さ
せるため、離島の地域特性に応じた道路整備を推
進する。

県

平良下地島空港線、マクラム通り線、石垣空港線等の整備

整備済延長（累計）

整備実施 0.4km 1.5km（1.9km）

１　取組の概要（Plan）

主な取組（アクティビティ）
実施
主体

年度別計画

活動指標（アウトプット）

R4 R5 R6

主な取組 離島の道路・街路整備事業（県管理道路） 対応する成果指標 離島における乗合バス利用者数

施策の方向
・空港、港湾・漁港等の交通拠点間を相互に連結させるため、離島の地域特性に応じた道路整備を推進するとともに、MaaSや自動運転技術等の新
技術の活用を含め、島内移動手段のシームレスな連携接続に取り組みます。

「主な取組」検証票

施策展開 2-(8)-エ
離島を結び支える安全・安定的でシームレ
スな交通体系の構築

施 策 ③地域特性に応じた島内移動手段の確保

施策の小項目名 ○離島の地域特性に応じた移動環境の創出
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様式１（主な取組）

（1）取組の進捗状況 （単位：千円）

活動概要

概ね順調

R3年度 実績値(A) 目標値(B)
達成割合

A/B
　平良下地島空港線、マクラム通り線、石垣空港
線等の整備を行った。

整備実施 整備実施 整備実施 整備実施

令和4年度活動内容 令和5年度活動計画

　マクラム通り線（街路工事、用地補償等）、マクラム通り線
（下里工区）（用地補償等）等の整備を行った。

　マクラム通り線（街路工事、用地補償等）等の整備を行う。

活動指標名 整備済延長（累計） R4年度
進捗状況

実績値

R2年度

実施方法 当初予算額

一括交付金
（ハード）

直接実施 205,922 161,183
一括交付金
（ハード）

直接実施 65,546

主な財源 実施方法
R3年度 R4年度 R5年度

決算額 決算見込額 主な財源

令和4年度活動内容 令和5年度活動計画

　平良下地島空港線（道路改良、用地補償）、石垣空港線（道
路改良、用地補償）等の整備を行った。

　平良下地島空港線（道路改良、用地補償）、石垣空港線（道
路改良、用地補償）等の整備を行う。

予算事業名 沖縄振興公共投資交付金事業費（街路） 予算事業名 沖縄振興公共投資交付金事業費（街路）

実施方法 当初予算額

一括交付金
（ハード）

直接実施 1,533,031 1,154,658
一括交付金
（ハード）

直接実施 875,921

主な財源 実施方法
R3年度 R4年度 R5年度

決算額 決算見込額 主な財源

２　取組の状況（Do）

予算事業名 沖縄振興公共投資交付金事業費（道路） 予算事業名 沖縄振興公共投資交付金事業費（道路）
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様式１（主な取組）

 (２)これまでの改善案の反映状況

４　取組の改善案（Action）

⑦ その他(改善余地
の検証等)

　用地交渉難航案件については、収用手続きを行っているも
のの、想定以上の期間を要し早期の用地取得に至っていない
場合がある。 ⑧ その他

　収用手続き期間を考慮した供用開始までのスケジュールを
作成し、早期の用地取得に向けた工程管理を行う。

３　取組の検証（Check）

類型 内容 類型 内容

⑦ その他(改善余地
の検証等)

　一部路線において用地交渉の難航等により、用地取得がで
きず工事発注に影響が生じる場合がある。

⑧ その他

　難航した場合の代替箇所での工事が可能となるよう、用地
担当と事業担当で密に調整を行い、計画的な用地交渉を実施
する。

進捗状況の判定根拠、要因及び取組の効果

　一部路線で遅れが生じているものの、各路線の整備は概ね計画通りに進められていることから、「概ね順調」と判断した。 
　引き続き離島の地域特性に応じた道路整備を推進することで、島内移動手段の強化を図る。

令和4年度の取組改善案 反映状況

　工事発注が可能となるよう連続した用地取得に取り組むとともに、事業完了に至ら
ない場合でも、部分的な開通等により事業の早期効果発現を図る。

　連続した用地を取得するため、優先区間を設定し集中的に用地交渉を行った。
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様式１（主な取組）

【 098-866-2665 】担当部課 【連絡先】 土木建築部道路管理課 関連URL ―

　離島における県管理道路橋171橋は、その大部分
が復帰後に建設されたものである。今後老朽化・劣
化の進行する橋梁に対し、「沖縄県橋梁長寿命化
修繕計画」に基づき長寿命化を図るとともに災害等
緊急時の輸送道路の確保等、安全で安心な道路
ネットワークの形成を図る。

県

離島橋梁の定期点検・修繕・耐震補強・更新の実施

定期点検・修繕・耐震補強・更新箇所数（内訳）

４箇所（継続４箇所） ４箇所（継続４箇所） ４箇所（継続４箇所）

１　取組の概要（Plan）

主な取組（アクティビティ）
実施
主体

年度別計画

活動指標（アウトプット）

R4 R5 R6

主な取組 橋梁長寿命化修繕事業（県道等） 対応する成果指標 離島における乗合バス利用者数

施策の方向 ・離島の道路橋梁については、地域特性に応じた整備と計画的な維持管理、補修・補強及び更新に取り組みます。

「主な取組」検証票

施策展開 2-(8)-エ
離島を結び支える安全・安定的でシームレ
スな交通体系の構築

施 策 ③地域特性に応じた島内移動手段の確保

施策の小項目名
○離島における道路橋梁の計画的な維持管理、補修・補強及び
更新
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様式１（主な取組）

（1）取組の進捗状況 （単位：千円）

活動概要

順調

R3年度 実績値(A) 目標値(B)
達成割合

A/B
　離島における県管理道路橋の定期点検・修繕・
耐震補強・更新を4箇所実施した。

4箇所 4箇所 4箇所 ４箇所（継続４箇所） 100.0%

令和4年度活動内容 令和5年度活動計画

　県管理道路（補助国道、県道）における道路橋の定期点検・
修繕・耐震補強・更新（1箇所）を実施した。

　県管理道路（補助国道、県道）における道路橋の定期点検・
修繕・耐震補強・更新（1箇所）を実施する。

活動指標名
定期点検・修繕・耐震補強・更新
箇所数（内訳）

R4年度
進捗状況

実績値

R2年度

実施方法 当初予算額

内閣府計上 直接実施 67,769 102,279 内閣府計上 直接実施 118,000

主な財源 実施方法
R3年度 R4年度 R5年度

決算額 決算見込額 主な財源

令和4年度活動内容 令和5年度活動計画

　県管理道路（補助国道、県道）における道路橋の定期点検・
修繕・耐震補強・更新（3箇所）を実施した。

　県管理道路（補助国道、県道）における道路橋の定期点検・
修繕・耐震補強・更新（3箇所）を実施する。

予算事業名 道路メンテナンス事業 予算事業名 道路メンテナンス事業

実施方法 当初予算額

一括交付金
（ハード）

直接実施 448,189 740,789
一括交付金
（ハード）

直接実施 591,000

主な財源 実施方法
R3年度 R4年度 R5年度

決算額 決算見込額 主な財源

２　取組の状況（Do）

予算事業名 道路防災保全事業 予算事業名 道路防災保全事業
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様式１（主な取組）

 (２)これまでの改善案の反映状況

４　取組の改善案（Action）

④ 社会・経済情勢の
変化(外部環境の変
化)

　道路法令の改正により、道路橋の定期点検（５年に１回）
の実施が定められた。今後、防災・減災、国土強靭化のため
の５ヶ年加速化対策に伴い、予防保全型による老朽化対策が
見込まれる。

⑥ 変化に対応した取
組の改善

　新技術の活用や施設の集約化に関する方針について検討を
行う。

⑦ その他(改善余地
の検証等)

　定期点検（５年に１回）を実施することで、健全度の経年
変化を記録・把握する必要がある。また、効率的・効果的な
事業の実施のため、コスト縮減に関する具体的な方針につい
て検討する必要がある。

３　取組の検証（Check）

類型 内容 類型 内容

① 県の制度、執行体
制(内部要因)

　離島における県管理の道路橋は171橋あり、その多くが復帰
後に建設されている。今後、修繕費の増大が予測されること
から、最も効率的・効果的な維持修繕を行わなければならな
い。

⑥ 変化に対応した取
組の改善

　引き続き、平成26年度から実施している法律に基づく定期
点検を実施し、すべての県管理道路橋の点検結果を記録・把
握する。

進捗状況の判定根拠、要因及び取組の効果

　定期点検・修繕・耐震補強・更新箇所数については、計画4箇所に対し、実施4箇所であり、「順調」であった。 
県管理道路橋の長寿命化を図るとともに、安全で安心な道路ネットワークの形成に向けて取り組んだ。

令和4年度の取組改善案 反映状況

・引き続き、平成26年度から実施している法律に基づく定期点検を実施し、すべての
県管理道路橋の点検結果を記録・把握する。 
・長寿命化修繕計画の改定に伴い、定期点検・補修・補強・更新の優先順位を更新す
る。 
・設定した優先順位により事業を効率的に実施し、災害発生時の避難経路の確保や緊
急輸送道路を持つ施設の確保に努める。

・県管理道路橋の定期点検を実施した。 
・長寿命化修繕計画を改定し、令和５年３月に公表した。 
・防災・減災、国土強靭化のための５ヶ年加速化対策に伴う国の補正予算を活用し、事業
の更なる推進を図った。
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